


写真2） 教員机（蛇腹式、理学部、昭和14年）

写真4） 同備品管理台帳

写真3） 九大創立当時の備品番号札

写真1） 旧工学部1号館の大会議室前用に製作された帽子掛け。図面も残っている（昭和5年）。

　今回の特徴は、昨年9月に理学部が伊都キャンパスに
移転した際に、理学部創設当時の数多くの歴史的什器
（写真2）を収集することができたので、それらを中心にし、
さらに歴史的什器プロジェクトで集められた九州大学
創立（1911年）以来の大学全体の什器（写真1）や食器の
数々も含めて一同に展示したことでしょう。
　大学創立以来の什器類、特に明治後期から昭和初期
に購入された家具類には、非常に大きな木材が利用され
ており、現在の国産木材では再現できない素晴らしい
ものです。一方で、理学部が創設された昭和14年という
時代は世界大戦前で全ての物資が経済統制下にあった
時代であり、理学部の什器類は、その戦時下の状況を
反映したものとなっています。つまり、什器類は時代に
よって様式や作り方・品質が異なっており、九州大学が
置かれたその時々の経済状況や世相などを反映し、大学
と大学を含む社会の歴史の一面を語る重要な資料と
位置付けることができます。

　また、大学の各部局では、ロゴマークを付した陶磁器の
食器類をあつらえてきたことが、発掘調査による出土品や
伝世品の調査・研究から明らかになってきました。これら食器
類も、大学ならびに各部局の歴史を示す貴重な資料です。
　加えて、大学内のすべての什器は、創立当初から一つ
一つに金属の備品番号札（写真3）がはられ、備品管理
台帳（写真4）で厳格に管理されています。したがって
多くの什器で購入年月日、同価格等が明らかで、かつ
多種多様なものが残っていたことから、色々な職階や目的、
さらには年代で利用されたものが、ほぼ完全にそろって
いる点も評価できます。ここが市場にある一点もののアン
ティーク家具とは一線を画すものです。しばしば古い
建物が重要文化財に指定されていますが、その室内には
当時の家具が何もない場合がほとんどです。したがって、
今後は九州大学の歴史的什器類を｢九州大学歴史的
什器群｣と呼び、｢室内の重要文化財｣としての位置付けを
提案していきたいと考えています。

－｢九大の歴史を語る什器たち～家具類と食器～｣から見えるもの－

椎木講堂での2016年度春季展示
場所： 伊都キャンパス椎木講堂1階ギャラリー
期間： 2016年4月4日（月）～7月1日（金）

総合研究博物館 館長担当：吉田 茂二郎
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丸山宗利 著

『だから昆虫は面白い
くらべて際立つ多様性』

東京書籍／2016年8月27日発行

丸山宗利 著／山口進 写真

『わくわく昆虫記　
憧れの虫たち』
講談社／2016年8月25日発行

パトリス・ブシャー 編
丸山宗利 監訳

『世界甲虫大図鑑』
東京書籍／2016年5月26日発行

縄文・弥生・古墳時代の人骨からヒトの変化をおう

　2016年の福岡市ミュージアムウィーク（5月14日～22
日）にあわせて、当館では考古学・人類学の常設展示を
リニューアルいたしました。
　当館には中山平次郎先生や玉泉大梁先生が収集した
考古遺物が数多く収蔵されておりますが、さらに縄文時
代から近世に至る様々な時代の人骨資料も数多く収蔵さ
れております。弥生時代の人骨に関しては約3000体収
蔵されており、これは日本国内で唯一ともいえます。この
ような当館の収蔵資料の特色を生かし、リニューアルした
考古学・人類学の常設展示では、 縄文・弥生・古墳時代
の遺物と人骨の展示を行っております。また、これらの考
古遺物や人骨は現在も様々な研究に用いられています。
その一端に触れていただくため最も基本的な道具や方法
の一部もあわせて展示いたしました。
　過去にどのような人々が、どのような道具を使い生きて
いたのか。我々は物言わぬ資料からどのようにして過去
の人々の文化や習俗を明らかにするのか。
　リニューアルした常設展示は現在も続いておりますの
で是非一度足を運んでいただけたら幸いです。

　今年は3つの本を出版することができました。1つは『世界甲虫
大図鑑』で、これは監訳を担当しました。600ページの大冊で、
1ページに一種の詳細な解説があります。数名の翻訳者による文章を、
私が原文と照らし合わせつつ訂正を行い、さらに全種に和名を付け
ました。2つめは『だから昆虫は面白い くらべて際立つ多様性』で、
私の好きな虫を図示し、それを解説した本です。これまであまり
紹介されたことのない虫が中心で、楽しい内容となりました。また
私の指導している学生を中心に、若手の分類学者に新種発見と発表
に関する随筆を書いてもらい、これも大変に読み応えのあるものと
なりました。3つ目は『わくわく昆虫記　憧れの虫たち』で、ジャポニカ
学習帳のすべての写真を撮影している山口進さんの撮影した写真に
私が幼少期の思い出を重ね合わせた写真エッセイ集です。写真は
すべて山口さんの撮りおろしで、たいへん豪華な内容となりました。

館員による新著紹介埋もれたものが歴史を語る
－考古学・人類学の常設展示をリニューアルし、
福岡ミュージアムウィーク2016に参加しました－

場所： 旧工学部本館3階総合研究博物館常設展示室
期間： 2016年4月18日（月）～

担当： 開示研究系・助教米元 史織 一次資料研究系・教授岩永 省三

書籍の出版
担当：丸山 宗利 開示研究系・助教

Close-up Event & Exhibition
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館員活躍録

に、全国の方々にご協力いただき、6属16種・亜種の日本
産ドジョウ、2属3種の外国産ドジョウを展示することが
できました。
　さらに、同じ長い魚ということで、水産増殖学研究室
の望岡典隆先生のご協力を得て、ウナギの展示解説を
行うこともできました。ウナギは濫獲や環境の変化で

全国的に減少しており、
望岡先生はそういった
危機的状況のなか、ウ
ナギの生態解明に努め
られています。望岡先生
にはウナギの基本的な
解説や展示用の生体を
ご提供いただきました。

　いま九州の淡水生物調査の中核を担うのは、北九州
を拠点する「魚部」という団体です。高校の先生である
井上大輔さんが代表として活躍され、多様性調査、展示
等の普及啓蒙、さらには最近では雑誌まで発行されてい
ます。その魚部の活動の様子もご紹介いただきました。
「魚部」はドジョウの各展示にもご協力いただきました。

　九州は実は淡水魚の宝庫で、
九州にしか生息しない魚類もたく
さんいます。そのなかで特筆すべき
ものにドジョウ類があります。ドジ
ョウ類は九州に9種類おり、その
うち4種類が九州にしか生息し
ない固有種・亜種です。
そもそも九州にこれだけ

のドジョウがいること自体、ほとんどの人が知り
ません。本展示は、まずはドジョウ類の多様性を
多くの人に知ってもらうために企画されました。
　本展示は若手魚類研究者で九州大学OBの
中島淳さんに多大な協力を得ました。中島さんが
ドジョウ類の分類、生態、さらには民俗学的な
解説までを書いてくださり、本展示を見ればドジョウに
関するかなりのことが分かる内容となりました。

　また、16個の水槽
を並べ、ドジョウの
生体の展示も行い
ました。九州を中心

　本企画は毎年、前年に新聞や雑誌等に
掲載された随筆のなかから、林真理子さんを
はじめとする作家が数十編を選定し、本として
出版するというものです。今回、『文藝春秋 

新年号』に掲載された「昆虫からヒトを知る
こと」という私の随筆が選ばれました。文章
を通じて普及啓蒙を行う機会が多いので、
励みになりました。

ポスター

福岡市内だけに生息する絶滅危惧種のハカタスジシマドジョウ

展示室に置いた水槽群

日本文藝家協会編
『ベストエッセイ2016』

光村図書出版
2016年6月25日発行

c Nakajima Jun

「ベストエッセイ2016」に選ばれました！
担当：丸山 宗利 開示研究系・助教

共催：九州大学大学院 農学研究院 水産増殖学研究室
特別展示「にょろにょろ！ドジョウとウナギ」

場所： 旧工学部本館3階総合研究博物館常設展示室
期間： 2016年5月23日（月）～7月15日（金）

担当： 研究支援推進員福原 美恵子担当：丸山 宗利 開示研究系・助教
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